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こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
、

学
校
の
食
堂
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。 

 

食
堂
業
者
も
変
わ
り
、
メ

ニ
ュ
ー
も
一
新
さ
れ
、
味
も

一
段
と
向
上
し
、
生
徒
、
職

員
か
ら
も
大
好
評
で
す
。 

 

メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

 

ちょっと一言 日本人は食事の始まりに｢いただきます｣と感謝の気持ちをもって、手を合わせる。こ

れは、他の動植物の命を「いただく」ことで、自分の命に繋がっているからです。古くから自然と調

和し、自然の中の生物と｢せめぎ合い｣に｢感謝｣を示すことで、自他双方の｢命｣について、その大切さ

を認識してきました。｢感謝｣という心情や姿勢が、生命に対する畏敬の念を抱かせたのです。ところ

が、そのような日本的な｢生命観｣が、最近とみに危うくなってきている証拠に、悲しい事件が続発し

ています。いま一度、幼きころに「手を合わせて・・・」と唱和した時代を思い出してみませんか。 

 

上
の
写
真
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
は
、
日
替
わ
り
カ
レ
ー
（
４

０
０
円
）
の
一
部
で
す
。 

 
カ
ツ
、
唐
揚
げ
、
ハ
ン
バ

ー
グ
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
普
通
の
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
も
あ
り
、
３
０
０
円
で

す
。 

 

そ
の
他
日
替
わ
り
に
は
、

ラ
ン
チ
、
丼
、
ラ
ー
メ
ン
、

パ
ス
タ
が
あ
り
ま
す
。 

 

上
の
写
真
の
パ
ス
タ
は
、

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
で
す
が
、
た

ら
こ
な
ど
も
あ
り
３
５
０
円

で
す
。 

 

日
替
わ
り
丼
に
は
、
カ
ツ 

丼
、
牛
丼
、
親
子
丼
、
麻
婆
丼
、

豚
キ
ム
チ
丼
が
あ
り
、
３
５
０

円
、
大
盛
り
４
０
０
円
、
特
盛

り
４
５
０
円
で
、
ご
飯
も
た
っ

ぷ
り
サ
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
。 

 

ラ
ー
メ
ン
で
は
、
味
噌
、
塩
、

豚
骨
、
醤
油
、
台
湾
な
ど
５
種

類
以
上
が
あ
り
、
３
５
０
円
で

す
。
ラ
ン
チ
は
、
紹
介
で
き
な

い
ほ
ど
種
類
が
あ
り
、
４
０
０

円
で
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
り
ま
す
。
鶏
唐
揚
げ
丼
、

生
姜
焼
き
丼
、
照
り
焼
き
チ
キ

ン
丼
、
す
べ
て
３
５
０
円
。
き

つ
ね
う
ど
ん
２
５
０
円
、
天
ぷ

ら
う
ど
ん
と
カ
レ
ー
う
ど
ん  

は
３
０
０
円
。 

 

 

も
う
少
し
食
べ
た
い
と
思

っ
た
と
き
の
た
め
に
、
揚
げ
タ

コ
焼
き
２
０
０
円
、
カ
ッ
プ
に

入
っ
た
唐
揚
げ
２
０
０
円
、
カ

ッ
プ
ポ
テ
ト
１
５
０
円
、
コ
ロ

ッ
ケ
８
０
円
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

 

食
堂
は
広
く
明
る
く
、
街
の

中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
変
わ
ら

な
い
く
ら
い
素
敵
に
な
り
ま

し
た
。 

 

食
堂
の
外
に
は
、
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
風
の
お
し
ゃ
れ
な
オ
ー

プ
ン
デ
ッ
キ
も
で
き
ま
し
た
。 

 

自
慢
の
食
堂
で
す
。
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 


